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企画展「ニューヨーク・アートシーン」の開催について 

 

企画展「ニューヨーク・アートシーン ～ロスコ、ウォーホルから草間彌生、

バスキアまで 滋賀県立近代美術館コレクションを中心に～」の開催について、

別紙のとおり報告します。 
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企画展「ニューヨーク・アートシーン」の開催について 

 

平成３１年３月１５日 

博    物    館 

 

企画展「ニューヨーク・アートシーン ～ロスコ、ウォーホルから草間彌生、バスキアま

で 滋賀県立近代美術館コレクションを中心に～」を以下のとおり開催します。 

 

１ 趣 旨 

第二次世界大戦後の美術において、ニューヨークは多くの画期的な表現を生み出しま

した。大戦中、戦火を逃れてヨーロッパから移り住んだ多くの作家たちによって伝えら

れた最先端の表現はアメリカの若い作家たちを刺激し、新しく意欲的な表現へと道を開

きました。1940 年代後半より明確な運動として浮かび上がる抽象表現主義はアメリカ美

術の最初の高まりであり、画家たちはアクションと呼ばれる激しい身振り、あるいはカ

ラーフィールドと呼ばれる茫漠とした色面を用いてキュビスムとシュルレアリスム（超

現実主義）を乗り越えようとしました。 

抽象表現主義に続いて、ニューヨークでは次々に新しい表現が勃興し、世界的な注目

を浴びました。ネオ・ダダ（生活と芸術を等価とみなす）とポップ・アートは日常性や

具象性を美術に再び導入し、一群の色面抽象絵画が伸びやかな表現として実現される一

方、ミニマル・アートは美術の極限的な在り方を私たちに提示しました。第二次世界大

戦後、ニューヨークはパリに代わるモダンアートの首都として現代美術をリードし、そ

こには多くの日本人作家も含まれていました。その中には草間彌生や河原温のように、

今日、世界的な作家とみなされる作家も多く存在します。 

本展においては、現在改修のため休館中の滋賀県立近代美術館が所蔵する日本屈指の

アメリカ現代美術コレクションを中心に、ニューヨークが生み出した現代美術の優品を

紹介します。 

  

２ 会期等 平成３１年（2019 年）４月１３日（土）～５月１９日（日） 

※休館日：５月７日（火） 開館日数：３６日間 

 

３ 会 場   鳥取県立博物館 第１・第２特別展示室 

 

４ 主 催  「ニューヨーク・アートシーン」実行委員会 （鳥取県立博物館、和歌山

県立近代美術館、徳島県立近代美術館、埼玉県立近代美術館） 

        

５ 観覧料  一般８００円（団体６００）円 

 

６ 出品内容  滋賀県立近代美術館の収蔵作品を中心に和歌山県立近代美術館、 

大阪新美術館建設準備室、国立国際美術館の所蔵作品約 100 点で構成 

   

７ 関連事業 学芸員によるギャラリートーク、映画上映会、特別講演会、アートセミナ

ーを開催予定 

 

 






